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育
と
い
う
言
葉
を
、
よ
く
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
育
と
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、

「
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
食
に
関
す
る
知
識
と

食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
」

（
食
育
基
本
法
前
文
）
こ
と
。
市
で
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
も
つ
な
げ
る
目
的
で
、
平
成
22

年
以
来
、
食
育
を
重
要
な
施
策
に
位
置
付
け
、

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
地
場
産
食
材
へ
の
理
解

　
子
ど
も
時
代
の
食
生
活
は
一
生
の
食
習
慣
を

左
右
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で

は
幼
稚
園
児
・
児
童
・
生
徒
が
園
や
学
校
で
口

に
運
ぶ
、
給
食
の
改
革
を
進
め
ま
し
た
。

　

特
に
学
校
給
食
の
地
場
産
食
材
使
用
率
は
、

地
場
産
野
菜
の
積
極
的
な
使
用
を
進
め
た
こ
と

で
、
平
成
22
年
度
の
県
内
産
18
・
７
％
、
滑
川

市
産
10
・
９
％
か
ら
平
成
27
年
度
に
は
そ
れ
ぞ

れ
58
・
６
％
、
50
・
０
％
と
高
ま
り
、
地
場
産

品
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
興
味
と
知
識
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
同
時
に
、
地
産

地
消
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
で
は
こ
の
ほ
か
、
農
・
水
産
業

者
と
の
交
流
事
業
や
野
菜
栽
培
に
取
り
組
む

「
教
育
フ
ァ
ー
ム
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

な
お
、
当
市
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、

地
場
産
食
材
使
用
率
向
上
の
ほ
か
残
食
率
の

低
減
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
指
導
、
旬
の

野
菜
や
郷
土
料
理
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
給

食
が
評
価
さ
れ
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
平

成
28
年
度
富
山
県
学
校
給
食
優
良
学
校
等
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

●
家
庭
や
地
域
で
も
食
育
を

　
子
ど
も
た
ち
の
１
日
３
回
の
食
事
に
給
食
が

占
め
る
の
は
１
回
。
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す

る
に
は
、
教
育
現
場
だ
け
で
な
く
、
残
り
２
回

の
食
事
を
担
う
家
庭
で
の
食
育
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
と
食
育
サ

ポ
ー
タ
ー
、
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
が
調
理
な
ど
を
通
じ
、
生
き

る
う
え
で
必
要
な
料
理
の
技
能
や
食
へ
の
興
味

を
育
む
体
験
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
内
全
部
の
保
育
所
・
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
年
長
児
を
対
象
に
、
年

１
回
「
キ
ッ
ズ
料
理
教
室
」
を
開
き
、
旬
の
食

材
を
生
か
し
た
一
汁
二
菜
の
伝
統
的
な
和
食
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
は
新
た
に
、
市
内
の
小

学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、
季
節
の
食
材
を
使

っ
た
郷
土
料
理
な
ど
を
学
ぶ
「
キ
ラ
リ
ン
・
ピ

ッ
カ
の
食
育
キ
ッ
チ
ン
」
を
開
催
。
大
勢
の
参

加
者
が
、
７
月
に
は
夏
野
菜
を
使
っ
た
料
理
と

味
噌
玉
作
り
、
12
月
に
は
正
月
料
理
と
飾
り
か

ま
ぼ
こ
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
食
生
活
改
善
推
進
員
が
、
各
地

域
の
公
民
館
で
生
活
習
慣
病
予
防
食
の
普
及
・

啓
発
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
「
高

血
圧
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
で
取
り
組
み

や
す
い
減
塩
レ
シ
ピ
な
ど
の
指
導
を
全
９
地
区

で
計
20
回
実
施
し
ま
し
た
。

※�

市
内
に
は
平
成
28
年
度
、
市
の
養
成
で
キ
ッ

ズ
キ
ッ
チ
ン
協
会
の
所
定
の
食
育
の
講
座
を

修
了
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
が
81
人
（
う
ち
15
人

が
よ
り
高
度
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、
食

生
活
改
善
推
進
員
が
１
４
７
人
い
ま
す
。

　
　
　
＊　
　
　
　
＊　
　
　
　
＊

　
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
課
な
ど
が
ス
ポ
ー
ツ
推
進

を
、
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
な
ど
が
食
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「キラリン・ピッカの食育キッチン」でおせち料理などを学
ぶ親子＝平成 28 年 12 月 17 日、市民健康センター

「おうちでやってみようメニュー集」を作成
　キッズ料理教室で扱った和食を題材にした冊子で、おせち
の由来などが解説してあるほか、雑煮・煮しめなどのレシピ
を掲載しており、子どもたちが保護者と一緒に伝統的な和食
を学べる内容となっています。すでに市内小学校の全１年生
児童に配布しており、今後は毎年、小学校の新１年生に配布
していきます。

食※�

シ
リ
ー
ズ
は
今
回
が
最
終
回
で
す
が
、
広
報
で
は
今
後
も
随
時
、
市
の
子
育
て
支
援
事
業
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

様々な種目で新記録が相次いだ平成 28 年度の学童体育大会
＝平成 28 年５月 12 日、スポーツ・健康の森公園

スポーツ課職員から陸上競技の指導を受ける児童
＝平成 27 年１月 27 日、寺家小学校

ロンドン五輪重量挙げ日本代表コーチの三宅義行さんと銀メダリストの
宏実さん親子の講演＝平成 27 年７月 24 日、西地区コミュニティホール

「夢の教室」で元プロ野球選手・立川隆史さんのバッティン
グを間近で見る児童＝平成 28 年６月 15 日、田中小学校

滑
川
で
産
み
、育
て
る

シ
リ
ー
ズ第

４
回
「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
・
食
育
」

　
　
　
動
能
力
の
基
礎
は
子
ど
も
時
代
に
形
成

さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
特
に
、
３
歳
か
ら
14
歳
に

か
け
て
は
運
動
神
経
を
急
激
に
発
達
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
幼
児
期
か
ら
の
運
動
習

慣
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
で
の

活
躍
を
願
い
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
過
ご
せ

る
身
体
づ
く
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
専
門
講
師
な
ど
を
派
遣

　
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
体
力
向

上
推
進
事
業
」
で
は
、
市
内
全
部
の
保
育
所
・

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
に
運
動
指

導
の
専
門
講
師
を
、
年
２
、３
回
の
ペ
ー
ス
で

派
遣
。
子
ど
も
た
ち
の
運
動
神
経
の
発
達
を
効

果
的
に
促
す
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
運
動

や
、
跳
び
箱
、
平
均
台
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
元
国
体
陸
上
競
技
選
手
で
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
を
専
門
と
し
て
い
る
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
課
の
職
員
が
毎
年
、
学
童
体
育
大
会
に
先

立
っ
て
各
小
学
校
を
訪
問
。
走
り
方
や
ボ
ー
ル

の
投
げ
方
、
走
り
幅
跳
び
な
ど
各
種
陸
上
競
技

の
適
切
な
フ
ォ
ー
ム
の
指
導
に
あ
た
り
、
ス
ポ

ー
ツ
記
録
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
欲
向
上
も
促
進

　
市
で
は
、
運
動
神
経
や
体
力
、
身
体
機
能
の

向
上
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
意
欲
向
上
を
促
進
し
、
精
神
面
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
協

定
を
締
結
。
以
降
毎
年
、
各
種
競
技
の
プ
ロ
選

手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
「
夢
先
生
」
と
し

て
講
師
に
招
き
、
自
ら
の
半
生
を
語
っ
て
も
ら

う
「
夢
の
教
室
」
を
全
小
学
校
で
（
※
平
成
28

年
度
か
ら
は
中
学
校
で
も
）
開
催
。
児
童
・
生

徒
が
夢
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
「
未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
育
成
事
業
」
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
講
師
に
招
い
た
講
演

会
を
中
学
生
な
ど
を
対
象
に
開
い
て
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
が
無
料

　
市
内
で
は
大
勢
の
児
童
・
生
徒
が
部
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
通
じ
、
サ
ッ
カ
ー
、

野
球
、
陸
上
競
技
、
テ
ニ
ス
、
柔
道
、
剣
道
、

空
手
な
ど
様
々
な
競
技
に
取
り
組
み
、
全
国
規

模
の
大
会
で
活
躍
す
る
選
手
も
出
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
部
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、平
成
26
年
７
月
か
ら
、

部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
練
習
な
ど
で
利

用
す
る
場
合
、
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
照
明
な

ど
の
付
属
設
備
を
含
め
て
無
料
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◇�
対
象
施
設
▽
市
内
小
・
中
学
校
体
育
施
設
、

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー
ナ
、武
道
場
）、

サ
ン・ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
滑
川（
ア
リ
ー
ナ
）、

ス
ポ
ー
ツ・健
康
の
森
公
園（
陸
上
競
技
場
）、

滑
川
運
動
公
園
（
野
球
場
）、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
ア
リ
ー
ナ
）、
み
の
わ
テ
ニ

ス
村
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）、
下
梅
沢
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

運

栄養教諭から給食の献立や栄養素を学ぶ
生徒＝平成 29 年２月１日、滑川中学校

ブリ大根の給食を楽しむ児童＝平
成 29 年１月 27 日、田中小学校

※幸運（コーン）サラダ、合格応援デザート
　ブリカツ入り大豆粉パン、がんばって受かっちゃウダー

※ブリ大根、よごし
　黒豆ごはん、だんご汁
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「
最
近
、
足
が
思
う
よ
う
に
上
が

ら
な
く
な
っ
た
な
ぁ
」「
お
昼
に
何

食
べ
た
ん
だ
っ
た
か
ね
ぇ
」

　

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
こ
う

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
は
元
気
で
も
、
年
齢
を
重
ね

て
い
く
ご
と
に
身
体
の
衰
え
や
記

憶
力
の
低
下
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
覚
は
あ
っ
て
も
、
そ
の

状
態
を
改
善
す
る
方
法
が
分
か
ら

な
い
、
ど
こ
で
何
を
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
な
方

も
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ざ
介
護
の
問
題
に
直
面
し
た

と
き
、
本
人
や
家
族
だ
け
で
不
安

や
負
担
を
抱
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
介
護
を
身
近
な
問
題
と
と
ら

え
、
介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

孤
立
し
な
い
よ
う
一
人
ひ
と
り
が

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

施
設
へ
の
入
所
や
通
所
を
始
め
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
友
人
や
隣
人
な

ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
疎
遠

に
な
り
が
ち
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
で
き
る
だ
け
長
く
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
の
が
多
く
の
人
の

願
い
で
あ
り
、
実
際
、
市
が
平

成
26
年
６
月
に
65
歳
以
上
の
方

１
５
０
０
人
を
抽
出
し
て
実
施
し

た
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
（
回

収
率
64
・
６
％
）
に
よ
る
と
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
暮
ら

し
た
い
場
所
を
「
自
宅
」
と
選
ん

だ
方
は
56
％
と
半
数
以
上
を
占
め

ま
し
た
。
で
は
、
実
際
に
自
宅
で

暮
ら
し
て
い
る
方
々
は
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
受
け
、
自
宅
で
の
生

活
を
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
28
年
２
月
か
ら
３
月
に
、

ひ
と
り
暮
ら
し
（
※
世
帯
分
離
、

入
院
、
要
介
護
認
定
の
人
は
除
く
）

で
65
歳
以
上
の
方
９
８
７
人
を
対

象
に
実
施
し
た
高
齢
者
生
活
実
態

調
査
（
回
収
率
75
・
８
％
）
に
よ

れ
ば
、
他
者
（
家
族
・
親
族
含
む
）

か
ら
受
け
て
い
る
支
援
と
し
て
回

答
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
電
球

交
換
支
援
」で
、「
買
い
物
支
援
」「
通

院
支
援
」
と
続
き
ま
し
た
。
支
援

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
身
体
面
に
よ
る
と
の
回

答
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
普
段
か
ら
定

期
的
に
運
動
な
ど
に
取
り
組
み
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と

を
防
い
だ
り
、
遅
ら
せ
た
り
、
す

で
に
介
護
が
必
要
な
場
合
も
、
そ

れ
以
上
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
「
介

護
予
防
」
に
自
ら
努
め
る
こ
と
が

自
立
し
た
生
活
を
送
る
う
え
で
欠

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

活
動
な
ど
に
参
加
し
、
日
頃
か
ら

助
け
合
え
る
人
間
関
係
を
築
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
選
択
肢
の
拡
充
の
ほ
か
、

高
齢
の
方
が
介
護
予
防
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
的
に
実
践
で
き
る
よ

う
、
４
月
か
ら
新
た
に
滑
川
市
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
（
総
合
事
業
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

総
合
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
全
国

一
律
で
あ
っ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
が
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
身
体

介
護
や
生
活
援
助
を
行
う
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
と
、
利
用
者
が
施
設
に

通
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
運

動
な
ど
を
行
う
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
従
来
と
同
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
自
立
を

支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
介
護
人
材
の
不
足
解
消
に

も
対
応
す
る
た
め
、
総
合
事
業
で

は
住
民
主
体
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
事
業
で
は
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
の
体

制
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
地
区
単
位

や
町
内
会
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
場
で
、
介
護
予
防
に
取
り
組

む
方
々
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
も
し
、
将
来
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
ら
」「
そ
の
と
き
制
度
は
」「
環

境
は
」
普
段
の
生
活
の
な
か
で
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
想
像
を
巡
ら
せ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
　
　
＊　
　
＊　
　
＊

　

市
で
は
、
総
合
事
業
で
実
施
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
や
介
護
、

介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
相
談
な

ど
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
を
機
に
総
合
事
業
の

対
象
と
な
る
方
も
、
そ
う
で
な
い

方
も
、
自
分
や
家
族
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
と
と
も
に
、
誰

も
が
孤
立
せ
ず
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問�

合
せ
先　

福
祉
介
護
課
（
内
線

３
９
１
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
４
７
６
‐
９
４
０
０

住み慣れた地域で暮らし続ける

総合事業の対象者
　①�介護保険制度に基づく要支援認定を受けた方
　②�基本チェックリスト（地域包括支援センターで実施）で対象者と判定された方　
　③ �65 歳以上のすべての方およびその支援に関わる方

現状の課題

■一般介護予防事業（対象者①～③の方）
◎介護予防まんてんクラブ（市民交流プラザ）
　○介護予防に関する講座などを実施
◎タラソピア運動教室
　○身体に負担が少ない運動に取り組むきっかけづくり
◎元気いきいき相談会（市民交流プラザ）
　○リハビリ専門職による健康に関する相談や運動指導・相談
◎うんどう教室（いをのみ公園、長寿いきいき広場）
　○健康運動遊具を使って運動習慣化を推進

■介護予防・生活支援サービス事業（対象者①、②の方）
◎訪問型サービス
　○ホームヘルパーなどによる身体介護や生活援助
　○地域住民やボランティアによるごみ出しなどの生活援助
◎通所型サービス
　○通所介護施設における生活行為向上などへの支援
　○地域住民やボランティアによる自主的な通いの場の提供
◎その他の生活支援サービス
　○訪問型・通所型サービスと一体的に提供する、地域の実
　　情に合わせた生活支援

総合事業のメニュー

支援や介護が必要になると、友人・隣人との関係が希薄
になり、専門職から支援サービスを受けることが中心に

（人間関係が受動的・一方向的なものに変化）

「お互いさま」の助け合いの輪を広げていくことで、支援や介護
が必要になっても、地域社会から切り離されず、顔なじみの関係
を継続できる

友人・隣人との交流の輪

専門職からのサービス

専門職からのサービス

これから

滑川市介護予防・日常生活支援総合事業が始まります

み
ん
な
の
問
題
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で 介

護

４
月
か
ら
総
合
事
業

地
域
の
活
動
を
支
援

加島町二区の地域コミュニティ活動「まちの縁側」。体操やカラオケを通じて地域住民が親睦を深める場となっている。
＝加島町二区公民館

友人・隣人との交流の輪

（一部抜粋　※今後、整備を予
定している事業も含みます。）
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市民カレンダー ３月

月　日 一般医 歯科医
5 日㈰ 岩城小児科医院

（下小泉町）☎ 475‐0132
　 中央歯科医院

（黒部市）☎ 0765‐54‐5188
12 日㈰ おのうえこどもクリニック

（柳　原）☎ 475‐6677
　 おぎの歯科医院

（黒部市）☎ 0765‐54‐0648
19 日㈰ 厚生連滑川病院（外科系）

（常盤町）☎ 475‐1000
　 うめかわ歯科クリニック

（黒部市）☎ 0765‐57‐1233
20 日㈷ 伊井外科医院

（加島町）☎ 475‐1160
　 歯科医おぐら

（黒部市）☎ 0765‐33‐5147
26 日㈰ 荒川内科クリニック

（下小泉町）☎ 475‐0001
　 新堂歯科診療所

（黒部市）☎ 0765‐52‐5511
4 月 2 日㈰ 石坂医院

（嘉大窪）☎ 477‐1818
　 平井デンタルクリニック

（黒部市）☎ 0765‐52‐0727

歯

歯

歯

歯

歯

歯

　　は新川地区
　の当番を掲載
歯休日当番医

＊�診療時間は�9:00 〜 17:00 です。症状などによっては受診で
きない場合があります。当番医にご確認ください。

＊�都合により、当番医が変更になる
　場合があります。一般医は消防署
　( ☎ 475-0180)、歯科医は県歯
　科保健医療総合センター ( ☎ 433
　-2039) で確認できます。

日 月 火 水
　　　� 　　　 　　　�　 　

◆すこやか子育て相談会
　（→ 11 Ｐ）

　

◆博物館友の会講演会（→９Ｐ）
◆春のふれあいお茶会（児童館）
　（→ 11 Ｐ） 
◆子ども映写会（→ 13 Ｐ）

　

◆ほっと安心産後ルーム
　（→ 11 Ｐ）
◆ジャングルジム（親子の遊び
　教室）（→ 11 Ｐ）

　　　�　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　

◆プレママさんのすこやかセミ
　ナー（→ 10 Ｐ）
◆ママと赤ちゃんのふれ愛会
　（→ 10 Ｐ）

　
　　　��
◆オレンジサロン（→ 10 Ｐ）
◆自然の素材でもっきんを作ろ
　う（児童館）�（→ 11 Ｐ）
◆私設消防組連合会出初式
　（→ 13 Ｐ）

　

◆ほっと安心産後ルーム
　（→ 11 Ｐ）
◆糖尿病健康相談（→ 11 Ｐ）

　　　�　

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆フッ素塗布（→ 11 Ｐ）

　

◆シルバー料理教室�（→12Ｐ）
◆中学校卒業式

　　　�　

◆春のおたのしみ会（子ども図
　書館）（→ 13 Ｐ）
◆春季消防総合訓練（→ 16 Ｐ）

　　　�　���＜春分の日＞　

◆おはなし会スペシャル（児童
　館）（→ 11 Ｐ） 

　　　 ◆あいらぶ湯
　　　　�シルバーデー
◆まんてんクラブ（→ 12 Ｐ）
◆学校体育施設開放調整会
　（→ 13 Ｐ）
◆悠友サロン（→ 13 Ｐ）
◆滑川消防署訓練（→ 16 Ｐ）

　　　�

　　　�

◆防火広場（→ 13 Ｐ） 

　

◆防災教室（児童館）（→ 11P）
◆ほっと安心産後ルーム
　（→ 11 Ｐ）

　　　�　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　　　�　

　　　�� 　　　

◆ほっと安心産後ルーム
　9:30 〜市民健康センター

　　　�　

◆あいらぶ湯シルバーデー

　

◆小・中学校始業式

26 27
木 金 土

　　　�
　　　��
◆幼児ことばの教室（→ 10 Ｐ）
◆フッ素塗布（→ 11 Ｐ）
◆市議会３月定例会（→ 15 Ｐ）
　※ 23 日㈭まで

　

◆タラソピア運動教室（→ 10P）
◆あいらぶ湯ひな祭りイベント
　（→ 13P）

　　　 ◆将棋大会、親子で一緒
　　　　�に段ボールで遊ぼう
 　　　　（児童館）（→ 11 Ｐ）
◆滑川ジュニアレスリング教室
　9:00 〜総合体育センター
◆たにぞうのファミリーコンサ
　ート�14:00 〜市民交流プラザ

◆幼児ことばの教室（→ 10 Ｐ）

　　　  

◆子育て世代の心の健康研修会
　（→ 10P）
◆タラソピア運動教室（→ 10P）
◆３歳児健診（→ 11 Ｐ）
◆福寿大学（→ 13 Ｐ）

◆市議会３月定例会（土曜開催）
　（→ 15 Ｐ）

　

◆１歳６カ月児健診（→ 11 Ｐ）

　

◆タラソピア運動教室（→ 10P）
◆小学校卒業式

　　　�◆なりたいヒーロー・ヒ
　　　　 ロインになろう
 　　　　（児童館）（→ 11 Ｐ）
◆市民バドミントン大会（→13Ｐ）
◆ホタルイカの発光ショー
　※５月下旬まで�
　　ほたるいかミュージアム

　

◆４カ月児健診・離乳食講習会
　（→ 11 Ｐ）
◆ひきこもり等家族相談
　（→ 12 Ｐ）

　

◆タラソピア運動教室（→ 10P）
◆福寿大学�（→ 13 Ｐ）
◆小・中学校修了式

　　　��
　　　　
◆１年間ありがとうの会（児童
　館）（→ 11 Ｐ）
◆みのわ温泉イベント（→13Ｐ）

◆みのわ温泉イベント（→13Ｐ）

　 　　　 

　

◆小学校入学式

　

◆タラソピア運動教室（→ 10P）
◆中学校入学式

　

◆働く婦人の家教養教室開講式
　（→ 17P）

31
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３ ４

７ ８

２
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６

５
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１27
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５２

１

６ ７ ８

３

21 22

30

13

４

28

９

20

法律

人権

行政

心配

後見

就労

３月のふれあい総合相談
会場　市役所東別館
　　　☎ 475-7000 ㈹
　　　滑川市社会福祉協議会

時間　13:00 ～ 16:00
　　　�法律相談（先着６人）
　　　�17 日㈮　予約 10 日㈮〜
　　　�予約時間 9:00 〜 17:00
時間　13:30 ～ 16:00
　　　�人権悩みごと相談
　　　���８日㈬
　　　�行政相談　21 日㈫

　　　�心配ごと悩みごと相談
　　　���９日㈭
　　　�成年後見遺言相続相談
　　　�16 日㈭

時間　10:00 ～ 15:00
　　　�登記相談
　　　�今月はありません

　　　�年金相談　９日㈭
　　　（市役所本館１階相談室）

時間　10:00 ～ 11:30
　　　�生活就労相談　７日㈫

時間　13:00 ～ 15:00
　　　�税金相談
�　　　今月はありません

毎日行っているもの
時間　8:30 ～ 17:15
　　　�貸付金制度利用
　　　�ボランティア相談
　　　�権利擁護相談
　　　�福祉サービス情報
時間　9:00 ～ 16:00
　　　�消費生活相談
　　　�（市生活環境課）

法律

税金

人権

行政

心配

年金

後見

登記

就労

年金

『
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
』�

☎
４
７
５

−

５
０
５
０　
目
が
不
自
由
な
方
へ
１
週
間
ご
と
の
市
の
行
事
、
催
し
物
、
そ
の
他
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

３月の納税など
下水道受益者負担金
　　　　　　　　　第４期

   たすけあいを、忘れない。
ー滑川市赤十字奉仕団ー

私たちと一緒に、
活動しませんか？

問合せ先　福祉介護課（内線397）

３月20日㈷～26日㈰は春の火災予防運動期間です
　空気が乾燥し、風の強い日も多く、火災が発生しやすい季節を迎えます。火災が発生すると周囲に燃え広がる危険
性が高いので、火気の取り扱いに十分ご注意ください。
◆住宅用火災警報器について
　住宅用火災警報器は、設置が法律で義務付けられてから10年が経過しました。ご自宅の警報器が電池切れや故障
をしていないか、ご確認ください。火災から大切な人命と財産を守るために、まだ設置していない方は、必ず設置し
てください。
◆住宅防火いのちを守る７つのポイント
①寝たばこは絶対やめる。　②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使う。

⑤寝具、衣類およびカーテンへの延焼を防ぐために、防炎素材のものを使う。
⑥火を小さいうちに消せるよう、住宅用消火器などを設置して備えておく。
⑦お年寄りや身体の不自由な方を守れるよう、隣近所の協力体制をつくっておく。

問合せ先　滑川消防署　☎475-0180

③ガスコンロなどから離れる際は必ず火を消す。　④住宅用火災警報器を設置する。

11

法律就労
※�この日の法律相

談は 3/31 ㈮か
ら予約受付
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博
物
館
ね
い
の
里
野
生
鳥
獣
共
生

管
理
員
）

　
３
階
企
画
展
示
室
１
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
標
高
約
１
０
０
ｍ
か
ら
富

山
平
野
や
立
山
連
峰
が
一
望
に
見
渡

せ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
短
　
歌
〉

俳
句
ポ
ス
ト
２
月
の
入
選
句

選
者　
岩
城　
鯉
汀

　
一
般
の
部
（
投
句
数
21
句
）

医
師
に
先
ず
賀
詞
述
べ
受
く
る
聴
診
器　
　
　
　
田
中
新
町　
松
尾　
浩
子

　
小
・
中
学
生
の
部
（
投
句
数
６
３
３
句
）

み
ん
な
で
ね
お
ぞ
う
に
た
べ
て
い
い
と
し
を　
東
部
小
１
年　
清
田　
　
藍

白
う
さ
ぎ
い
え
中
回
り
あ
っ
た
か
い　
　
　
東
加
積
小
１
年　
金
川　
蒼
良　

お
年
玉
ち
ょ
金
す
る
ま
で
お
金
も
ち　
　
　
　
南
部
小
２
年　
土
肥　
鳳
公

雪
が
っ
せ
ん
せ
な
か
に
入
っ
て
つ
め
た
い
な　
寺
家
小
２
年　
谷
口　
蒼
空

雪
よ
ふ
れ
い
っ
ぱ
い
か
ま
く
ら
つ
く
る
た
め　
寺
家
小
３
年　
黒
川　
　
栞　

見
い
つ
け
た
冬
の
夜
空
に
流
れ
星　
　
　
　
　
西
部
小
４
年���

金
城　
花
怜

お
せ
ち
料
理
い
ろ
ん
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
る
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石
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巧
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東
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も
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で
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田
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モ
ノ
ク
ロ
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街
を
彩
る
寒
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滑
川
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２
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石
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未
悠
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ふ
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光
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空
あ
ふ
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し
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今
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春
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山
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倶
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紅
さ
ざ
ん
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
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今
を
生
き
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
島　
小
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如
月
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た
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に
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け
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け
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催
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の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚　
河
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久
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句
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初
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蕉
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枯
野
と
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坪
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岩
城　
美
惠

産
土
の
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の
鈴
ふ
る
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
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川
崎
ト
モ
子

恙
な
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わ
れ
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北
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立
山
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に
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れ
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高
月
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子

天
神
を
祀
る
座
敷
の
淑
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か
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中
町　
平
田
ミ
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リ

福
寿
草
咲
い
て
幸
せ
予
感
か
な　
　
　
　
　
　
　
高
塚
曙
町　
中
嶋　
幸
子

厚
き
雲
切
れ
て
い
よ
い
よ
初
日
の
出　
　
　
　
　
　
上
梅
沢　
山
崎　
和
子

佳
き
名
持
つ
地
酒
の
揃
ふ
年
の
市　
　
　
　
　
　
　
神
明
町　
水
野　
玲
子

山
眠
る
老
い
た
る
村
を
ふ
と
こ
ろ
に　
　
　
　
　
　
　
北
野　
金
山　
千
鳥

翁
の
句
碑
な
ぞ
り
合
ふ
児
や
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　
中
野　
湯
沢　
清
風

楤た
ら

の
芽
を
摘
み
て
指
に
は
傷
二
つ　
　
　
　
　
　
　
中
野
島　
湯
口
し
ず
え

立
山
の
嶺
に
旗
雲
一
つ
春
立
つ
日　
　
　
　
　
　
　
常
光
寺　
横
山　
優
子

母
恋
の
ぜ
ん
ざ
い
煮
る
や
春
立
つ
日　
　
　
　
　
　
　
追
分　
古
小
路
憲
子

薄
氷
や
私
歩
き
て
投
函
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野　
澤
田
富
美
子

広
報
文
芸

文化の広場滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111

●�この４月に５人目の孫が生まれます。脱・少
子化！滑川市、ガンバレ　��Ｉ.Ｓさん（女性）

　　　　　　▶�キラリンも安産をお祈りします
♡　市には今後も、安心して子
どもを産み、育てられる環境づ
くりを進めてほしいね！

●�２人の子どもがいますが、広報なめりかわは
母親・主婦目線で見ても、いろいろな行事や
イベント、教室の案内や各種給付金に関する
情報などをたくさん知ることができ、読み応
えがあります！いつも仕事の合間に読んでい
ます♡　　　　　　　　　�Ｏ.Ｃさん（女性）

　　　　　　▶�広報をいつも読んでくれて、本
当にありがとう♡　担当者には
これからも、生活に役立つ情報
を分かりやすく紹介するよう伝
えるね！　

●�広報なめりかわは、カラーページが増えて大
変読みやすくなっています。表紙の写真も、
とても力強くて良いですね！

　　　　　　　����　　　　　Ｋ.Ｔさん（男性）
　　　　　　▶�２月号から、誌面のレイアウト

を改善することで、カラー写真
が掲載されるページをさらに増
やすことができたそうだよ。こ
れからも、いろいろな工夫をし
て、読みやすい誌面づくりを心
掛けてほしいね☆　２月号の表
紙の写真は、ちょうどうまい具
合に虹と放水のアーチがクロス
していて、キラリンも気に入っ
ています♡

Ｖｏｉｃｅ
皆さんからの“声”を紹介

　

江
戸
時
代
以
前
、
全
国
各
地
に
戦
い
く
さ

の
拠
点
と
な
る
城
や
、
そ
れ
を
守
る

武
士
や
土
豪
ら
が
生
活
し
た
城
館
が

盛
ん
に
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
石
垣
や
天

守
閣
を
備
え
た
城
郭
と
は
異
な
り
、

山
な
ど
の
自
然
地
形
を
利
用
し
て
築

か
れ
た
「
土
の
城
」
で
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
多
く
は
面
影
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内

に
点
在
し
て
い
た
城
館
に
つ
い
て
、

古
文
書
や
埋
も
れ
た
遺
構
、
若
干
の

採
集
品
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
市
内
の
中
世
城
館
跡

や
関
連
す
る
遺
跡
や
遺
物
の
ほ
か
、

周
辺
市
町
の
城
館
資
料
も
集
め
、
滑

川
に
城
館
が
築
か
れ
た
時
代
の
様
相

や
立
地
環
境
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
、
写
真
パ
ネ
ル
や
地
図
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
26
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　
３
階
第
２
常
設
展
示
室

■
同
時
開
催
「
滑
川
の
遺
跡
出
土
品

　
展
示
」

　

滑
川
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る

不
水
掛
、
本
江
、
魚
躬
、
上
小
泉
西

な
ど
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
出
土

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
３
階
ロ
ビ
ー

　
「
動
物
と
は
動
く
も
の
～
富
山
の

里
山
に
棲す

む
動
物
の
由
来
を
探
る

～
」
と
題
し
た
講
演
会
で
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　
き　
３
月
５
日
㈰
午
後
１
時
半
～

と
こ
ろ　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
３
階
多

　
目
的
ホ
ー
ル

講�　
師　
赤
座�

久
明
さ
ん
（
県
自
然

博
物
館
友
の
会
講
演
会

☎�

４
７
４
‐
９
２
０
０

FAX�

４
７
４
‐
９
２
０
１

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

３
月
休�

館
日　
６
、
13
、
21
、
27
日

☎ ４７５‐８００１　FAX４７５‐９０４１
〈開館時間〉9:00〜19:00　※土･日･祝日は18:00まで

図書館だより

お知らせ
　全国の書店員が受賞作を選ぶユニークな賞「本屋大賞」。
図書館では、本屋大賞の創設年の2004(平成16)年から
2016(平成28)年まで毎年の受賞作（大賞〜10位）を全
て取り揃えています。ぜひご一読ください。
新着図書案内　※新着図書は図書館HPでもご確認できます。

　□狩人の悪夢　　　　　　　　　　有栖川有栖
　□不時着する流星たち　　　　　　小川　洋子
　□野良猫を尊敬した日　　　　　　穂村　　弘
　□自由なサメと人間たちの夢　　　渡辺　　優
　□銀の猫　　　　　　　　　　　　朝井まかて
　□山猫珈琲　下巻　　　　　　　　湊　かなえ
　□人生の踏絵　　　　　　　　　　遠藤　周作　�ほか
３月の催し
■読書会　３階　18日㈯�13:30〜
　○「秘花」�瀬戸内寂聴�著　　　　　　　　　　　　
　　�����　講師　遠藤　稔�さん
　※�読書会は原則毎月第４土曜日13:30から開いています。本

好きの仲間と一緒に本を読みませんか。詳しくは図書館まで
■グループ研修　
　○源氏物語を読む　　３階　�４日㈯�10:00〜
　○古文書を楽しむ会　３階　11日㈯�13:30〜

３月
日 月 火 水 木 金 土

2/26 27 28 １ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 4/1

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

子ども図書館だより

☎ ４７５‐８１８０　FAX４７５‐８４１０
〈開館時間〉9:00〜19:00　※土･日･祝日は18:00まで
新着図書案内　※新着図書は子ども図書館HPでもご確認できます。

　□だるまちゃんとにおうちゃん　加古　里子
　□まねまねおおかみ　　　　　　みやにしたつや
　□走れ！！機関車　　　　　　　ブライアン・フロッカ
　□人と出会う場所　　　　　　　小松　義夫
　□ひいな　　　　　　　　　　　いとうみく
　□庭のたからもの　　　　　　　大野　八生
　□にげたエビフライ　　　　　　村上しいこ
　□モノのはじまりえほん　　　　荒俣　　宏　　ほか
３月の催し
■おはなし会　毎週土曜日�11:00〜�
　※第４土曜日のみ15:00〜　
■子ども映写会　18日㈯�14:00〜
■ふれあいあそび　毎週火曜日�11:00〜
　０〜３歳頃のお子さんと保護者を対象に、手遊びやふ
れあい遊び、絵本の読み聞かせなどを行います。
■本の展示コーナー　おもいでがいっぱい
■工作コーナー　毎週土・日曜日�10:00〜、13:00〜
　ぼく・わたしのにがおえをかこう
■作品展示　あずま保育所�※26日㈰まで
■春のおたのしみ会　19日㈰10:00〜（→13Ｐ）

３月
日 月 火 水 木 金 土

2/26 27 28 １ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 4/1

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

３
階
企
画
展
示
室
１
か
ら
の

眺
望
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

滑
川
の
城
館
展

※富山市の大沢野地域で
　撮影されたイノシシ
 （ねいの里提供）▼ ※今回は第３土曜日

　です。
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◎子育てサロン
■赤ちゃんサロン（０歳～１歳６カ月頃）
　��７日㈫ 10:15 〜 12:00　エプロンシアター・手遊び・身体測定
■キッズサロン（１歳６カ月以上）
　14 日㈫ 10:15 〜 12:00　体操・ふれあい遊び・身体測定
■保育の出前「子育て中のママ・お子さんあつまれ」
　と　き　８日㈬�10:15�〜�11:30
　対　象　未就園児と保護者　※会場は農村環境改善センター
■ショコラさんとあそぼう（人形劇・手遊び）
　と　き　28 日㈫�10:15�〜�11:00
　対　象　未就園児と保護者
■子育て世代の心の健康研修会（→ 10 Ｐ）

◎育児相談（月～金曜日）
　電話や面談による個別相談を行っています。
※�各保育所・幼稚園でも、未就園のお子さんと保護者対象の行事や

育児相談などの子育て支援を実施しています。

育児・健康・福祉滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111

３月の母子 ･成人保健
会場 ･ 問合せ先　市民健康センター　☎ 475-8011

健
康
診
査

４カ月児健康診査・離乳食講習会
　23 日㈭　受付 13:10 〜 13:30
　対象は平成 28 年 11 月生まれの子
１歳６カ月児健康診査
　16 日㈭　受付 13:10 〜 13:30
　対象は平成 27 年８月生まれの子
　※日常使用している歯ブラシをお持ちください。
３歳児健康診査
　10 日㈮　受付 12:45 〜 13:20
　対象は平成 25 年９月生まれの子

教
室
・
相
談

母子保健
すこやか子育て相談会
　１日㈬��������9:30 〜 11:30（受付 11:00 まで）�
ほっと安心産後ルーム
　６日㈪、13 日㈪、27 日㈪��9:30 〜 11:30�
　対象は産後４カ月頃までのママと赤ちゃん
ジャングルジム（親子の遊び教室）
　６日㈪��������13:30 〜 15:30���
　対象は事前に案内のあった親子
プレママさんのすこやかセミナー（→ 10P）
ママと赤ちゃんのふれ愛会（→ 10P）
成人保健
糖尿病健康相談
　13 日㈪��　17:00 〜 19:00　※要事前連絡

そ
の
他

虫歯予防フッ素塗布
��２日㈭、14 日㈫�受付�13:15 〜 13:45
　対象は１歳６カ月児健康診査で説明を受けた方
　※新しい歯ブラシをお持ちください。

子育て支援センター３月
月～金曜日　子育て中の保護者とお子さんが利用できます。
第 １・２土曜日　共働きなどにより、平日に利用できない３歳未

満児と保護者が利用できます。

（あずま保育所内）
☎４７６‐６５６５

児童館だより３月
10：00〜17：00（平日）
��9：00〜17：00（土・日・祝日）

☎４７５‐３７０６

開館時間

日 月 火 水 木 金 土
2/26 27 28 １ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 4/1

　　 
◎土曜子ども教室 

幼児ことばの教室（相談）
　幼児のことばの発達や発音に悩みをお持ちの方のご相談
に、専門の指導員が対応します。　※要申込み
と　き　�３月２日㈭、９日㈭　※いずれも 13:30 〜 16:00
ところ　青志会館
申込み・問合せ先　福祉介護課　（内線 396）

広告

タラソピア運動教室
　理学療法士や健康運動実践指導者の指導のもと、アクアビ
クスやストレッチなどに取り組みます。
と　き　13:00 〜 15:00（毎月開催、全４回）
　３月…３日㈮、10 日㈮、17 日㈮、24 日㈮
　４月…７日㈮、14 日㈮、21 日㈮、28 日㈮
参加費　１回あたり 500 円
定　員　10 人（定員になり次第締め切ります）
対　象　65 歳以上の方
持ち物　水着、スイミングキャップ、バスタオルなど
申込み・問合せ先　地域包括支援センター　☎ 476-9400

タラソピアでの３月の介護予防教室のご案内
■ワンポイントレッスン　（参加費：入館料のみ）
時間　14:00 〜 14:30　
日程　ストレッチ…��６日㈪、13 日㈪、27 日㈪��( 要予約 )
　　　水中………��９日㈭、16 日㈭、23 日㈭

  申込み・問合せ先　タラソピア　☎ 476-9303

◎子育てサークル「おひさま」
　( 登録制 )
　８日㈬、22 日㈬�10:30 〜
◎今月のクラフト
■紙トンボ作り
　19 日㈰、26 日㈰ 14:00�〜

(登録制)

■将棋大会
　と　き　��４日㈯ ��9:00 〜 11:30　※申込み終了
■親子で一緒に段ボールで遊ぼう
　と　き　��４日㈯�① 14:00 〜�② 14:40 〜�③ 15:20 〜
　対　象　幼児と保護者　※各回 15 組ずつ、当日受付
■春のふれあいお茶会
　と　き　��５日㈰�13:30 〜 15:30
　対　象　小・中学生、一般　※事前配布の整理券を持参
■自然の素材でもっきんを作ろう
　と　き　12 日㈰�14:00 〜 15:15
　対　象　幼児・児童 30 人　※要申込み（先着順）
　料　金　200 円
■なりたいヒーロー・ヒロインになろう
　と　き　18 日㈯�14:00 〜 15:15
■おはなし会スペシャル
　と　き　20 日㈷�14:00 〜 15:00
■１年間ありがとうの会
　と　き　25 日㈯�15:00 〜 16:00
■防災教室
　と　き　27 日㈪�10:30 〜 11:30
　対　象　児童 100 人　※要申込み（先着順）

◎今月のイベント

は休館日 

認知症介護者いこいの場　オレンジサロン
　認知症の方やご家族、介護に関心のある方と専門職が介護
のポイントやリフレッシュ方法を一緒に学んだり、お茶を飲
みながらおしゃべりをしたりする集いの場です。介護未経験
者も大歓迎です。　※隔月開催
　今回は、認知症の人への適切な接し方を寸劇で解説します。
と　き　３月 12 日㈰ 10:00 〜 12:00
ところ　市民交流プラザ３階　研修室２
申込み・問合せ先　生活支援ハウスほたるの里　☎ 476-2166
　　　　　　　　　地域包括支援センター　☎ 476-9400

プレママさんのすこやかセミナー
　妊娠・出産に役立つマタニティヨガと、おなかの赤ちゃんを
元気に育てるための食生活、授乳を楽しく学べます。
内　容　①マタニティヨガの講義と実技
　　　　②妊娠期の食生活についての講義・簡単調理実習
　　　　③乳房管理と母乳についてのお話（※希望者のみ）
と　き　３月８日㈬�9:20�〜�13:00( 受付 9:00)
　　　　※③を受講される方は 14:30 まで
ところ　市民健康センター
対　者　平成 29 年６〜８月に出産予定の方
定　員　15 人程度（先着順）
持ち物　�母子健康手帳、エプロン、タオル２本 ( マタニティヨ

ガ用 )、筆記用具　※実技指導があります。ジーンズ
などは避け、スウェットパンツなどでご参加ください。

申込期限　３月３日㈮
申込み・問合せ先　市民健康センター　☎ 475-8011

ママと赤ちゃんのふれ愛会
　赤ちゃんを迎えたママの中には、子育てに戸惑いや不安を
抱えている方も多いのではないでしょうか。悩みが多い母乳
育児を中心に、講義や個別相談を行います。
内　容　助産師の講義「妊娠〜出産後の乳房管理」
　　　　保健師の話と実技「ふれあって遊ぼ」
　　　　栄養士のミニ講義「授乳期の食生活について」
　　　　個別相談（助産師によるおっぱい相談、育児・栄養
　　　　相談など）、身体測定
と　き　３月８日㈬ 13:30 〜 16:00（受付 13:00）
ところ　市民健康センター
対　象　平成 28 年 11 月〜平成 29 年２月生まれのお子さん
　　　　とママ
定　員　20 組程度 ( 先着順 )
持ち物　�母子健康手帳、タオル２本 ( おっぱい相談の方 )、そ

の他外出時に必要なもの
申込期限　３月１日㈬
　　　　　※�おっぱい相談を希望の方は申込みの際、その旨

お伝えください。
申込み・問合せ先　市民健康センター　☎ 475-8011

平成 29 年度 親子サークル ( 登録制 )　参加者募集！
・０歳児サークル…毎月第３木曜日 10:15 〜 12:00
・１歳児サークル…毎月第１木曜日 10:15 〜 12:00
・２歳児サークル…毎月第２・４木曜日 10:15 〜 12:00
　募集枠…各年齢のサークルごとに親子 20 組程度
　※申込みが少ない年齢のサークルは他のサークルとの合同開
　　催となる場合があります。

４日㈯
9:00 ～ 将棋

14:00 ～ 茶道

５日㈰ 13:00 ～ 茶道

子育て世代の心の健康研修会
　大切な人の自殺の危険サインを見逃さないために、ストレ
スと心の問題、人との関わり方などを学びます。　
※お一人でもお子さん連れでも、どなたでもご参加できます。
内　容　講演「こころへの援助で大切にしたいこと」
と　き　３月 10 日㈮ 10:15 〜 11:30
ところ　子育て支援センター
講　師　深澤�大地さん（臨床心理士）
定　員　20 人程度
申込み・問合せ先　子育て支援センター　☎ 476-6565
　　　　　　　　　福祉介護課　（内線 396）

広告
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育児・健康・福祉

食育コーナー

材料（１ℓ分）
炊飯器で作る甘酒レシピ

①��米１合に対し４合の水を使い、炊飯器でお粥を作ります。
②��お粥が出来たら、65℃程度まで冷ましてから米麹を加えてかき混ぜ、七分粥ぐらいの固さにします。
③��炊飯器を８時間保温状態にします。適宜、炊飯器のふたを開けて中身をかき混ぜ、発酵させて完成です。

作り方　
米�…………�１合
水�…………�４合
米麹�……300 ｇ

　３月３日の桃の節句にちなみ、炊飯器を使って作れる甘酒のレシピを紹介します。
お好みで牛乳や豆乳を混ぜてもおいしいですよ。（保育所給食栄養士）

広告

シルバー料理教室
　元気に長生きするため、食事に関する正しい知識や料理方
法などを学びます。
と　き　�３月 15 日㈬ 10:00 〜 12:30
ところ　市民健康センター
対　象　市内在住の 70 歳以上の方
定　員　20 人 ( 先着順 )
持ち物　エプロン、三角巾、タオル、筆記用具
申込期限　３月９日㈭
申込み・問合せ先　市民健康センター　☎ 475-8011

介護予防まんてんクラブ
　「今日から始める介護予防」を合言葉に、様々な講師を迎え、
介護予防を始めるヒントを実践を交えて講義します。仲間と
一緒に介護予防を始めましょう。　※毎月第３火曜日開催
　　　　第 12 回　今年度の振り返り
内　容　講座内容の振り返り、脳トレ、参加者交流など
と　き　３月 21 日㈫ 10:30 〜 12:00
ところ　市民交流プラザ３階　多目的ホール
対　象　65 歳以上の方
申込み・問合せ先　地域包括支援センター　☎ 476-9400

ひきこもり等家族相談
　ひきこもりのお子さんを支えているご家族の気持ちが楽に
なるように専門家（臨床心理士）がサポートします。秘密は
守りますので安心してご相談ください。
と　き　３月 23 日㈭
　　　　① 14:00�〜　�家族相談 ( 座談会 )、お子さんを支え

ているご家族のサポート
　　　　② 15:30�〜　個別相談 ( 希望者のみ )
　　　　※②をご希望の方は事前申込みが必要。
ところ　富山県中部厚生センター
　　　　( 上市町横法音寺 40)
申込み・問合せ先
　富山県中部厚生センター地域保健班　☎ 472-0637

手話講習会
内　容　厚生労働省の手話奉仕員養成カリキュラム（入門・
　　　　基礎課程）に沿って手話を学びます。
と　き　�４月 13 日㈭〜 11 月９日㈭　※全 35 回
　　　　木曜日（毎週）19:00 〜 21:00
　　　　土曜日（毎月１回程度）18:00 〜 21:00
ところ　市民交流プラザ３階�研修室２
料　金　無料�※ DVD 付きテキスト代 3,240 円は実費負担
対　象　市内在住または在勤で手話に関心のある小学生以上
　　　　※小・中学生は保護者が送迎してください。
定　員　20 人程度
申込期限　４月７日㈮
申込み・問合せ先　滑川市社会福祉協議会　☎ 475-7000

■あいらぶ湯ひな祭りイベント
内　�女性か小学生以下の子どもの利

用者先着 100 人にひなあられ
をプレゼントします。

日　３月３日㈮
■市民交流プラザ「悠友サロン」
内　�「大伴家持と伊能忠敬のやる気比

べ〜もうひと働きの生き方〜」
と題した講演会

日　３月 21 日㈫ 13:30 〜
場　市民交流プラザ３階�多目的ホール
講　伏黒�昇さん（県教育記念館長、
　　元・寺家小学校長）

滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

内：内容　日：とき　場：ところ　講：講師　出：出演　料：料金　対：対象　定：定員　持：持ち物　申：申込み　他：その他
イベント・生涯学習情報

市民交流プラザのイベント
滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

内　�中学生の部（男女別のシングルス、
ダブルス）�※今年は中高生、一般
対象のフリーの部はありません。

日　３月 18 日㈯ 9:00 〜
　　※受付 8:00 〜 8:30
場　�総合体育センター
申　当日受付　※事前申込み可

男女
富山県地域振興課�☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

市民バドミントン大会
滑川市体育協会�☎ 475-9233

内　�アニメ映画「それいけ！アンパ
ンマン�おもちゃの星のナンダと
ルンダ」の上映会

日　３月５日㈰　※ 10:30 からと
　　13:30 からの２回上映　　
場　西地区コミュニティホール
料　�中学生以上 500 円、小学生以

下無料（ただし保護者同伴）
他　�各回とも、小学生以下先着 100

人に「アンパンマ
　　ン元気 100 倍
　　! カスタネット」
　　をプレゼント！

滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120
子ども映写会

滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

日　５月 21 日㈰ 9:00 〜
場　�県総合運動公園陸上競技場
　　※当日、市役所東別館前から会
　　　場までバスで送迎します。
対　�平成 29 年４月１日時点で 13

歳以上で、身体障がい、または、
知的障がいがある方

申　３月 17 日㈮までに電話で申込み

スポーツ課　（内線 259）滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120
県障がい者スポーツ大会（陸上競技会）

福祉介護課　（内線 397）

■ビーズとひもで作るストラップ
�日　３月 19 日㈰ 10:00 〜
場　�子ども図書館
定　親子 32 組（８組×４回）
申　�電話か窓口で申込み
■アレマー玉井のマジックショー＆
　親子でバルーン
日　３月 19 日㈰ 14:00 〜
場　市民交流プラザ１階�交流サロン

開館２周年ありがとう！
春のおたのしみ会

子ども図書館　☎ 475-8180

■松前一座歌と踊りのバラエティ
日　３月 25 日㈯ 13:00 〜
■みのわ温泉の日
内　�抽選でお菓子などをプレゼント
日　３月 30 日㈭

みのわ温泉�☎ 474-1770
みのわ温泉イベント

みのわ温泉�☎ 474-1770

日　毎週火・金・土曜日 11:45 〜 12:30
　　※祝日・休館日を除く
場　滑川室内温水プール
料　無料（要施設利用料 420 円）
対　生後６カ月〜３歳の幼児とその
　　保護者（未体験の方に限ります）
申　�事前予約必要

滑川室内温水プール�☎ 476-0711
とやまでど～んと大同窓会

富山県地域振興課�☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120
ベビースイミングプログラム無料講習会
滑川室内温水プール�☎ 476-0711

■福寿大学「満開の桜の下に～花見と
　花鎮め～」
日　３月 10 日㈮ 13:30 〜
場　市民交流プラザ３階�多目的ホール
講　立野�幸雄さん（射水市大島絵本
　　館長）
■福寿大学「富山県誕生前後の諸相～
　何故富山県は誕生できたのか？～」
日　３月 24 日㈮ 13:15 〜
場　東地区公民館
講　竹島�慎二さん（富山近代史研究
　　会長）
他　講演後、今年度の閉講式をします。
■趣味の会
場　東地区公民館※陶芸は「陶芸の館」
他　開催日が変更される場合があり
　　ますので事前にご確認ください。

くらしの窓＜福寿大学・趣味の会＞
中央公民館�☎ 475-5492

書　��道 １日㈬、15 日㈬ 19:00 〜
油　��絵 １日㈬、８日㈬、15 日㈬ 19:00 〜
陶　��芸 12 日㈰、26 日㈰ ��9:30 〜
ちぎり絵 ８日㈬、22 日㈬ 13:30 〜

詩　��吟 ７日㈫、21 日㈫ 14:00 〜
10 日㈮、24 日㈮ 19:00 〜

くらしの窓＜福寿大学・趣味の会＞
中央公民館�☎ 475-5492

内・日　３月 12 日㈰
　■観閲　9:50 〜
　■放水競技大会　10:00 〜
場　�滑川消防署

男女
富山県地域振興課�☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120
滑川市私設消防組連合会出初式

滑川消防署�☎ 475-0180
内　�啓発用の風船やチラシの配布、

消防車両の展示など
日　３月 26 日㈰ 10:00 〜
場　�エール

男女
富山県地域振興課�☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

防火広場
滑川消防署�☎ 475-0180

広告
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日・対　３月 21 日㈫
　■スポーツ少年団　18:00 〜
　■一般　　　　　　19:00 〜
場　�市役所東別館３階大会議室

男女
富山県地域振興課�☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団�☎ 476-9120

学校体育施設開放調整会
スポーツ課　（内線 259）

※アルコール分ゼロ％なので
　お子さんも安心して飲めます。
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入札日
（開札日）

入札
番号 区分 工事名 予定価格 ( 円 ) 請負金額 ( 円 ) 落札率

��（％） 請負業者

19 日 177 一般 吾妻町、寺家町地内配水管布設替工事 29,365,200 26,827,200 91.4 上田住宅設備㈱
19 日 178 一般 滑川特定環境保全公共下水道事業管渠築造（その 11）工事 49,673,520 46,980,000 94.6 共和土木・八倉巻建設 JV

26 日 181 指名 北加積地区農業集落排水事業稲泉中継ポンプ場汚水ポンプ
（Ｎｏ．1、Ｎｏ．2）修繕工事 2,613,600 2,214,000 84.7 ㈱サンコー

26 日 182 指名 堀江地内共同管布設工事 2,516,400 2,268,000 90.1 ㈱清田工業
26 日 183 指名 滑川公共下水道事業管渠補修工事 5,422,680 5,097,600 94.0 サンデック㈱富山支店
26 日 192 指名 製塩施設整備工事 6,588,000 5,940,000 90.2 ㈱石倉設備工業

工事計 96,179,400 89,326,800 92.9

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 業務委託名 予定価格 ( 円 ) 請負金額 ( 円 ) 落札率

��（％） 請負業者

26 日 179 指名 滑川市子育て・孫育てガイドブック作成業務委託 ― 375,840 ― 飯坂印刷
26 日 180 指名 下水道施設各ポンプ場等清掃業務委託 ― 1,404,000 ― ㈱公生社

委託計 ― 1,779,840 ―

　入札・契約業務における透明性・公平性の一層の向上
を図るため、市の入札状況を掲載します。
※工事以外は予定価格を公表していません。
　一般競争入札は工事にのみ導入しています。

平成 29 年１月の入札状況
��問�財政課�財産管理係（内線 263）

広告

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 物品名 予定価格 ( 円 ) 請負金額 ( 円 ) 落札率

��（％） 請負業者

26 日 184 指名 市有施設管理用白灯油購入 ( その 10) ― 59.2 ― 島石油㈱
26 日 185 指名 市有施設管理用白灯油購入 ( その 11) ― 64.8 ― ㈱大丸

物品計 ― 124.0 ―

�※２施設、予定数量 24,000 ㍑
�※８施設、予定数量 31,050 ㍑

　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年度の「高齢者福祉利用券」「障がい者福祉利用券」
　　　　　　　　　　　　　「障がい者福祉タクシー利用券」「高齢者・障がい者のる m ｙ�
　　　　　　　　　　　　　c ａｒ無料乗車券」（利用期間：平成 29 年４月 1 日〜平成　
　　　　　　　　　　　　　30 年３月 31 日）を配布します。希望される方は、お住まい
の地区公民館などで下記の日程で受け取ることができます。本人、代理人の本人確認がで
きるもの（健康保険証、運転免許証、障害者手帳など）をお持ちください。
　※対象者の親族の方、地区民生委員に限り、代理として受け取れます。
　※３月 24 日㈮以降は福祉介護課 ( 市役所西館１階 ) で随時配布します。

券　名 対象者 概　要
市内銭湯を無料で利用できます。
次の施設が特別料金で利用できます。
　交流プラザ「あいらぶ湯」：140 円
　みのわ温泉：昼 160 円・夜 70 円
　タラソピア：380 円

②

市内銭湯を無料で利用できます。
次の施設を特別料金で利用できます。
　交流プラザ「あいらぶ湯」：140 円
　みのわ温泉：昼 160 円・夜 70 円
　タラソピア：380 円
市内理・美容店の料金の一部を助成

地区別　配布日程
◆北加積地区
　３月 16 日㈭�����9:00 〜 11:00
　北加積地区公民館
◆中加積地区
　３月 16 日㈭��13:30 〜 15:30
　中加積地区公民館
◆滑川西地区
　３月 17 日㈮����9:00 〜 11:00
　滑川西地区公民館
◆山加積地区
　３月 17 日㈮��13:30 〜 15:00
　山加積地区公民館
◆浜加積地区
　３月 21 日㈫����9:00 〜 11:00
　浜加積地区福祉センター
◆早月加積地区
　３月 21 日㈫��13:30 〜 15:30
　早月加積地区公民館
◆滑川東地区
　３月 22 日㈬����9:00 〜 11:00
　市役所東別館１階小会議室
◆西加積地区
　３月 23 日㈭����9:00 〜 11:00
　西加積地区公民館
◆東加積地区
　３月 23 日㈭��13:30 〜 15:30
　東加積地区公民館

高齢者・障がい者の福祉利用券などの配布
��問�福祉介護課（内線 393）

　

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
に
基
づ
く
修
学
資
金
な
ど
の
新
規

貸
付
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対�　
象　
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の

母
、
父
子
家
庭
の
父
、
父
母
の
い

な
い
家
庭
の
養
育
者
で
学
資
の
調

達
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額　
左
の
表
の
と
お
り
で

　
す
。

※
貸
付
に
は
保
証
人
が
必
要
で
す
。

※�

第
１
回
の
申
込
み
は
３
月
７
日
㈫

ま
で
で
す
。
第
２
回
以
降
の
申
込

み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

母
子
・
父
子
修
学
資
金
に
つ
い
て

�

問�

子
ど
も
課
（
内
線
３
２
４
）
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���2 日㈭���10:00 〜　��
　　　　　　�
　　　�
���3 日㈮������9:00 〜　�　
����������������10:00 〜　
���4 日㈯・5 日㈰
���6 日㈪�〜�9 日㈭　
�10 日㈮���10:00 〜　
�
�11 日㈯������9:00 〜　　
����������������10:00 〜　　　

�12 日㈰
�13 日㈪���10:00 〜　　
�14 日㈫���10:00 〜　　
�15 日㈬���10:00 〜
�16 日㈭���10:00 〜
�17 日㈮���10:00 〜
�18 日㈯�〜�20 日㈷
�21 日㈫���10:00 〜　　　
�22 日㈬　　
�23 日㈭������9:00 〜　　
����������������10:00 〜　　
����������������11:00 〜

会期の決定（＊）
提案理由説明（＊）
補足説明
議会運営委員会
補足説明

代表質問（＊）
質疑・一般質問（＊）
議会運営委員会
質疑・一般質問（＊）
議案の委員会付託（＊）

総務文教委員会
総務文教委員会
民生環境委員会
民生環境委員会
産業建設委員会

産業建設委員会

議会運営委員会
全員協議会
委員長報告（＊）、
質疑（＊）、討論（＊）、
採決（＊）

本会議��

委員会　
本会議　�
休　会　
議案調査日
本会議　
　　
委員会　
本会議
　
休　会　
委員会　
委員会　
委員会
委員会
委員会　
休　会
委員会
議案調査日
委員会　
協議会　
本会議����

市議会３月定例会 会議日程（予定）
��問�議会事務局（内線 372）

（＊）が付いているものは、
３月 26 日㈰の 20 時から
約 2 時間ずつ７日間に分け
て、ケーブルテレビＮｅｔ
３で再放送を予定していま
す。

月　日 時　間 実　施　場　所

４月５日㈬

9:00�〜���9:20 浜加積地区公民館前
9:30�〜���9:50 旧ＪＡアルプス早月加積支店前

10:00�〜 10:20 北野公民館前
10:30�〜 10:45 大窪公民館前
10:55�〜 11:10 旧ＪＡアルプス東加積支店前
13:00�〜 13:20 スポーツ・健康の森公園山側駐車場
13:30�〜 13:45 宮窪公民館前
13:55�〜 14:15 北加積地区公民館駐車場

７日㈮

9:00�〜�� 9:20 ＪＡアルプス滑川営農センター前
9:30�〜�� 9:45 有金公民館前
9:55 〜 10:10 旧ＪＡアルプス中加積支店跡地

10:20 〜 10:35 赤浜公民館前
10:45 〜 11:00 柴公民館前
13:00 〜 13:20 旧ＪＡアルプス山加積支店前
13:30 〜 13:45 開公民館前
13:55 〜 14:10 下野公民館前

� ９ 日㈰ 9:00 〜 12:00 滑川市役所西館前
11:00 〜 12:00 西地区コミュニティセンター前

以下の日程で実施します。注射には手数料 3,200 円が必要です。
※未登録の犬については、登録手数料 3,000 円も必要です。

狂犬病集合注射の日程
��問�生活環境課（内線 331）

区　分 限度額（月額）

高等学校・
専修学校（高等課程）

国公立
自宅通学 27,000 円
自宅外通学 34,500 円

私　立
自宅通学 45,000 円
自宅外通学 52,500 円

高等専門学校
国公立

自宅通学 31,500 円
自宅外通学 33,750 円

私　立
自宅通学 48,000 円
自宅外通学 52,500 円

短期大学・
専修学校（専門課程）

国公立
自宅通学 67,500 円
自宅外通学 76,500 円

私　立
自宅通学 79,500 円
自宅外通学 90,000 円

大学
国公立

自宅通学 67,500 円
自宅外通学 76,500 円

私　立
自宅通学 81,000 円
自宅外通学 96,000 円

専修学校（一般課程） 48,000 円

修
学
資
金
貸
付
限
度
額
一
覧
表

11 日に初の土曜開催
　議会改革の一環で、平日
に開かれている本会議の一
部を、一般の人に広く傍聴
してもらえるよう、初めて
土曜日に開きます。開催日
は 11 日です。ぜひお越し
ください。当日は、西館入
口からお入りください。

高齢者
福祉利用券

障がい者
福祉利用券

障がい者
福祉タクシー
利用券

高齢者・
障がい者
のる my�car
無料乗車券

昭和 22 年 12 月 31 日以前生ま
れの在宅の方で、かつ下記の②の
対象者でない方

１．身体障害者手帳の１級〜４級
　　をお持ちの方
２．療育手帳をお持ちの方
３．精神障害者保健福祉手帳をお
　　持ちの方　　　　　　　�（※）

１．身体障害者手帳の１級・２級
　　または肢体不自由・視覚障が
　　いの３級をお持ちの方
２．療育手帳の A をお持ちの方
３．精神障害者保健福祉手帳の１
　　級をお持ちの方　　　　�（※）

１．上記①の対象者（高齢者福祉
　　利用券の代わりに選択可能）
２．�身体障害者手帳、療育手帳ま

たは精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの方で、上記③の対
象者でない方　　　　　�（※）

タクシー利用の際の料金の一部を助成
（級により枚数は異なります）

高齢者・障がい者ご本人が１回乗車す
る際に１枚利用可能

①

③

④

※…いずれかに該当する方
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
る

と
、
確
定
申
告
の
際
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）」
を
利
用
し
て
電

子
申
告
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様

に
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
活
用

で
き
ま
す
。

申�

請
方
法　
交
付
申
請
書
に
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
写
真
を
貼

り
、
申
請
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

封
筒
で
郵
送

※�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
通

知
書
（
は
が
き
）
を
受
け
取
っ
て
い

る
方
で
、ま
だ
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
市

民
課
ま
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

必�

要
書
類　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
②
通

知
カ
ー
ド
③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
の
み
）
④
生
年
月
日

か
住
所
が
記
載
さ
れ
た
氏
名
入
り
の

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
う
ち
１
点
。
健
康

保
険
証
、介
護
保
険
証
、年
金
手
帳
、

社
員
証
、
学
生
証
、
預
金
通
帳
、
医

療
費
受
給
資
格
証
な
ど
の
う
ち
２
点
）

�

問�

学
校
給
食
共
同
調
理
場

�

　�

☎
４
７
５
‐
３
７
０
７

�

問�

市
民
課
（
内
線
３
１
３
）

　��

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�

　�

☎
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
軽
自
動
車
な
ど
の
車
両
を
所
有

し
て
い
る
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
対
象
の
車
両
を
処
分
・
譲
渡
さ

れ
た
方
で
、
廃
車
手
続
き
を
済
ま
さ

れ
て
い
な
い
方
は
３
月
31
日
㈮
ま
で

に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
３
日
㈪
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ

た
場
合
は
、
平
成
29
年
度
分
が
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
は
休
日
の

　
た
め
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
手
続
き
・
問
合
せ
先

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き

に
つ
い
て

�

問�

税
務
課
（
内
線
２
３
４
）

　

介
護
保
険
施
設
な
ど
を
定
期
的
に

訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
日
頃

の
不
安
や
疑
問
を
お
聴
き
し
、
利
用

者
と
事
業
所
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活

動
す
る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

①
市
内
に
介
護
保
険
事
業
所
を
有
す

　
る
法
人
に
属
し
て
い
な
い
方

②
８
～
10
月
に
県
外
で
５
日
間
行
わ

　
れ
る
養
成
研
修
に
参
加
可
能
な
方

③�

月
４
回
程
度
の
施
設
訪
問
と
月
１

回
の
連
絡
会
に
参
加
可
能
な
方

募
集
人
数　
若
干
名

坪
川
保
育
所 

臨
時
調
理
員
を
募
集

�

問�

坪
川
保
育
所

�

　�

☎
４
７
５
‐
８
１
０
５

業
務
内
容　
保
育
所
給
食
の
調
理
、

　
食
器
の
洗
浄
な
ど

募
集
人
数　
１
人

賃　
　
金　
時
給
８
０
０
円

資　
　
格　
栄
養
士
免
許
ま
た
は
、

　
調
理
師
免
許

雇
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
㈯

　
～
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

就
業
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
４
時
15
分
（
休
憩
45
分
）

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
、

　

紹
介
状
の
交
付
を
受
け
、
履
歴
書

　
を
添
え
て
提
出

　
４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体・

グ
ル
ー
プ
が
加
入
で
き
る
保
険
で
す
。

文
化
活
動
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
活
動
団
体
も
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
㈯

　
～
平
成
30
日
３
月
31
日
㈯

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

�

問�

ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
２
５
９
）

対象活動 保険料
（１人につき）

◎中学生以下のスポーツ活動
◎大人の文化・ボランティア活動、団体
　員の送迎など

800 円

◎中学生以下のスポーツ活動と個人活動 1,450 円

◎ 65 歳以上のスポーツ活動 1,200 円

◎ 64 歳以下のスポーツ活動 1,850 円

◎危険度の高いスポーツ活動 11,000 円

　

平
成
29
年
度
の
教
養
教
室
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
講
を
検

討
し
て
い
る
方
は
、
事
前
連
絡
の
う

え
、
３
月
中
に
見
学
や
体
験
受
講
が

で
き
ま
す
。
開
講
式
は
４
月
８
日
㈯

午
後
１
時
半
か
ら
行
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
折
り
込
み
の
「
平
成
29

年
度
生
涯
学
習
講
座
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
３
月
の
教
室

①
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　
６
日
㈪
午
後
１
時
半
～

②
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
14
日
㈫
午
前
10
時
～

③
お
し
ゃ
れ
に
リ
メ
イ
ク

　
７
日
㈫
、
21
日
㈫
午
後
１
時
半
～

④
茶
道

　
７
日
㈫
、
21
日
㈫
午
後
７
時
～

⑤
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

　
１
日
㈬
、
15
日
㈬
午
前
９
時
半
～

⑥
水
墨
画

　
８
日
㈬
、
22
日
㈬
午
前
９
時
半
～

⑦
ゆ
っ
た
り
ヨ
ー
ガ

　
８
日
㈬
、
22
日
㈬
午
前
10
時
半
～

⑧
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
１
日
㈬
、
15
日
㈬
午
後
１
時
半
～

⑨
コ
ー
ラ
ス

�

問�

働
く
婦
人
の
家

　��

☎
４
７
５
‐
５
７
８
０

働
く
婦
人
の
家
教
養
教
室

平
成
29
年
度
受
講
生
を
募
集

介
護
相
談
員
を
募
集

�

問�

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
１
）

　

野
ネ
ズ
ミ
の
一
斉
駆
除
の
た
め
、

薬
剤
が
散
布
さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

関
係
者
以
外
は
、
可
能
な
限
り
農

地
へ
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

ペ
ッ
ト
な
ど
も
、
農
地
へ
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

ネ
ズ
ミ
の
死
骸
を
見
つ
け
て
も
触

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●�

万
一
、
誤
っ
て
薬
剤
を
食
べ
た
人

が
い
た
ら
、
す
ぐ
に
吐
き
出
さ
せ
、

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
25
日
㈯
～
４
月
２
日
㈰

と
こ
ろ　
市
内
全
域
の
農
地

�

問�

学
校
給
食
共
同
調
理
場

�

　�

☎
４
７
５
‐
３
７
０
７

�

問�

農
林
課
（
内
線
３
５
３
）

　��

Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
滑
川
営
農
セ
ン
タ
ー

�

　�

☎
４
７
５
‐
６
９
０
０

野
ネ
ズ
ミ
の
一
斉
駆
除
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正

農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
、
農
業
関
係
団
体
、
地
縁
団
体

な
ど
か
ら
の
推
薦
ま
た
は
公
募
に
よ

り
、
農
業
委
員
お
よ
び
法
改
正
で
新

設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
と
任

期
は
い
ず
れ
も
次
の
と
お
り
で
す
。

募�

集
期
間　
３
月
13
日
㈪
～
４
月
11

日
㈫

任�　
期　
３
年
（
平
成
29
年
７
月
20

日
㈭
～
平
成
32
年
７
月
19
日
㈰
）

※�

応
募
用
紙
は
農
業
委
員
会
事
務
局

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◉
農
業
委
員
の
推
薦
・
公
募

　

農
業
に
関
す
る
見
識
を
有
し
、
農

業
委
員
会
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
方
の
中
か
ら
、
市
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

�

問�

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
３
５
１
）

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
募
集

募
集
人
数　
８
人

応�
募
方
法　
農
業
委
員
推
薦
書
、
農

業
委
員
応
募
書
の
い
ず
れ
か
を
農

業
委
員
会
事
務
局
に
提
出

◉�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推

薦
・
公
募

　

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
熱
意
と
見
識
を
有
す
る
方
の
中

か
ら
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

募�

集
人
数　
８
人
（
町
部
、
浜
加
積
、

早
月
加
積
、
北
加
積
、
東
加
積
、

中
加
積
、
西
加
積
、
山
加
積
の
各

地
区
１
人
ず
つ
委
嘱
）

応�

募
方
法　
推
進
委
員
推
薦
書
、
推

進
委
員
応
募
書
の
い
ず
れ
か
を
農

業
委
員
会
事
務
局
に
提
出

申�

込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、「
高
齢
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な

も
の
」
と
題
し
た
４
０
０
字
以
上

８
０
０
字
以
内
の
作
文
と
一
緒
に

提
出　
※
郵
送
可

申
込
期
限　
６
月
２
日
㈮

　
８
日
㈬
、
22
日
㈬
午
後
１
時
半
～

⑩
生
花

　
８
日
㈬
、
22
日
㈬
午
後
６
時
半
～

⑪
水
彩
画

　
２
日
㈭
、
16
日
㈭
午
前
９
時
半
～

⑫
や
さ
し
い
太
極
拳

　
２
日
㈭
、
16
日
㈭
午
後
１
時
半
～

⑬
絵
手
紙

　
９
日
㈭
、
23
日
㈭
午
後
１
時
半
～

⑭
短
歌

　
10
日
㈮
午
前
９
時
半
～

⑮
か
な
書
道

　
３
日
㈮
、
17
日
㈮
午
前
10
時
～

⑯
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
３
日
㈮
、
17
日
㈮
午
後
１
時
半
～

⑰
手
芸

　
４
日
㈯
、
18
日
㈯
午
後
１
時
半
～

　

次
の
消
防
訓
練
に
伴
い
、
消
防
車

や
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

走
行
し
ま
す
が
、
火
災
や
事
故
と
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
春
季
消
防
総
合
訓
練

と　
き　
３
月
19
日
㈰
午
前
９
時
半
～

と
こ
ろ　
な
ご
み
苑
付
近
一
帯

②
滑
川
消
防
署
訓
練

と　
き　
３
月
21
日
㈫
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
付
近
一
帯

消
防
訓
練
の
お
知
ら
せ

�

問�

滑
川
消
防
署

�

　�

☎
４
７
５
‐
０
１
８
０

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対�　
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点

で
市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お

り
、平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

　

て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　
や
生
活
保
護
の
受
給
者
は
対
象
外
。

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万

　
５
０
０
０
円

申�

請
方
法　
３
月
初
旬
ま
で
に
、
対

象
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
方
の
世
帯

に
原
則
、
世
帯
主
宛
て
で
申
請
書
な

ど
の
関
係
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

次
の
書
類
を
添
え
て
返
信
用
封
筒
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
給
付
金
は
指

定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

①
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー

②
振
込
先
の
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー

※
前
回
の
給
付
金
の
際
と
異
な
る
場
合

③
平
成
28
年
度
分
の
非
課
税
証
明
書

※
扶
養
者
の
住
所
が
市
外
の
場
合

申
請
期
間　

　
３
月
１
日
㈬
～
６
月
１
日
㈭

※
申
請
期
間
中
に
申
請
さ
れ
な
か
っ

　
た
場
合
は
、
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

給
付
時
期　
４
月
か
ら
随
時
支
給
予

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

�

問�

総
務
課
分
室
（
内
線
２
１
６
）

　
定
（
審
査
の
結
果
は
別
途
通
知
）

実
施
日

　
早
月
中
学
校
区　
３
月
22
日
㈬

　
滑
川
中
学
校
区　
３
月
23
日
㈭

対　
象　
　

・�

介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た
は

　
５
で
在
宅
寝
た
き
り
の
方

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
2

　
級
で
在
宅
寝
た
き
り
の
方

申
込
期
限　
３
月
17
日
㈮

寝
具
乾
燥
・
丸
洗
い
有
料
サ
ー
ビ
ス

�
問�
滑
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

　�
☎
４
７
５
‐
７
０
０
０

■�

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
兼
課
税
明
細
書
の
発
送

　
４
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■�

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　

市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋
の

価
格
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

※�

自
己
の
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容

◉�

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以

下
）、小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用・

そ
の
他
）、
ミ
ニ
カ
ー

　
税
務
課
（
内
線
２
３
４
）

◉
軽
二
輪
（
１
２
６
cc
～
２
５
０
cc
）

　
二
輪
の
小
型
自
動
車（
２
５
０
cc
超
）

　
富
山
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
４

◉
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
富
山
事
務
所

　
☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
８
５
２

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

�

問�

税
務
課
（
内
線
２
３
５
）

は
、
納
税
通
知
書
に
添
付
の
課
税

明
細
書
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
１

　
日
㈪

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

市
内
の
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産

税
納
税
者
の
方
は
、
自
己
の
資
産
ま

た
は
借
地
・
借
家
に
関
す
る
記
載
箇

所
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

※�

縦
覧
・
閲
覧
の
際
は
、
運
転
免
許

証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

本
人
確
認
書
類
と
印
鑑
（
認
め
印

可
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。借
地・

借
家
人
の
方
は
契
約
書
な
ど
の
権

利
が
確
認
で
き
る
書
類
、
代
理
人

の
方
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

散�

布
方
法　
農
家
の
方
が
農
地
の
あ

ぜ
や
農
道
な
ど
の
ネ
ズ
ミ
が
い
そ

う
な
穴
へ
薬
剤
を
投
入
し
ま
す
。

薬
剤
の
形
状　
黒
色
粒
状　

※�

毒
物
、
劇
物
、
特
定
毒
物
は
使
用

し
ま
せ
ん
。
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◆譲ります
　無料�◦魚津工業高校男子冬用制服
　　　　�…ブレザー、Ｙシャツ（２枚）、ネクタイ、べスト（LLサ
　　　　　�イズ）　※身長170cm目安

　　　�◦ガスグリル付きコンロ
　　　�◦２ドア式冷蔵庫（容量130ℓ）
　応談�◦ひな人形セット　※ガラスケース入り、３段組み
　　　　　（ケースは縦57cm×横86cm×高さ57cm）
　　　�◦西加積認定こども園制服（夏用・冬用）一式
　　　　�…男女共通制服上着、スカート、女子用スモック、男女共
　　　　　�通体操服、男女共通帽子、かばん、ズック袋
　　　�　※身長120cm目安、半年間だけ使用

ゆずります
求めます

◆求めます
　応談�◦東部小学校女子制服冬用上着
　　　�　※身長150cm目安

　譲りたい品物や探しているけど見
つからない品物がある場合はご連絡
ください。

人口と世帯 [2.1現在]
◎ 人　　口　　33,414�[＋��3]（△��42）
◎ 　 男�　　　16,312�[��－��]（＋��38）
◎ 　 女�　　　17,102�[＋��3]（△��80）
◎ 世 帯 数　　12,101�[＋��1]（＋102）
※[　　]は前月比（　　）は前年同月比
※人口・世帯数は、外国人住民を含んでいます

市内の交通事故状況 [1.1～1.31]
◎ 事故件数　　��8件（△�1件）＜�����8件＞
◎ 死　　者　　��0人（　－　）＜�����0人＞
◎ 負 傷 者　　��9人（　－　）＜�����9人＞
※（　　）は前年同月比　＜　＞は平成29年累計

市内の火事・救急発生件数 [1.1～1.31]
◎�火災　件　数　��　1件（　－　）＜�����1件＞
�　　　　死　者　��　0人（　－　）＜�����0人＞
�　　　　負傷者　��　0人（　－　）＜�����0人＞
◎�救 助 件  数　��　3件（＋��2件）＜�����3件＞
◎�救 急 件  数　127件（＋34件）＜127件＞
※（　　）は前年同月比　＜　＞は平成29年累計

◆
定
住
促
進
住
宅

※
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
は
駐
車

　
場
料
金
が
別
途
必
要
で
す
。

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
吾
妻

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ　
45
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費　
４
万
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
北
野

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ　
54
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費�

４
万
４
０
０
０
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
上
小
泉

▽
４
階
３
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費�

３
万
９
０
０
０
円

▽
１
～
５
階
２
Ｋ　
７
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
家
賃
・
共
益
費�

２
万
２
０
０
０
円

◆
市
営
住
宅

◉
荒
俣

▽
２
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
１
万
９
７
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　

�

２
万
９
４
０
０
円

▽
３
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
２
万
３
３
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　

�

３
万
４
７
０
０
円

◉
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
有
磯

▽
１
～
３
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
４
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

公
営
住
宅
　
入
居
者
募
集

�
問�
ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
３
）

生活環境課（内線331）

　
３
万
６
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　

�

６
万
２
５
０
０
円

▽
１
～
３
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
８
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
４
万
６
０
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　

�

６
万
８
０
０
０
円

▽
２
～
３
階
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
入
居
者
負
担
額
（
月
額
）

　
６
万
１
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　

�

８
万
８
６
０
０
円

申
込
期
限　
３
月
15
日
㈬

抽
選
日　
　
３
月
24
日
㈮

入
居
可
能
日　
４
月
７
日
㈮
以
降

※
電
話
で
の
受
け
付
け
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くらしの情報

　滑川市科学・理数・ものづくり教育推進事業講演会は
１月 31 日、市民会館大ホールで開かれ、脳科学者の茂
木健一郎さんが「脳と科学的学び」と題して講演しました。
　茂木さんは近年、世界的に研究開発が進んでいる人工
知能（AI）について「優れた手法を真

ま ね

似て自ら試行錯誤
する能力を備え、囲碁や将棋で人間が勝てないほどに進
歩した」と紹介。AIの学習方法が効果的に勉強をするう
えで参考になると述べたほか、市内の小・中学校で新年
度に始まる「科学の時間」について「画期的な取り組みだ」
と期待を寄せました。市民ら約 400 人が聴き入りました。

　滑川市男女共同参画公開講座は２月４日、市民交流プ
ラザで開かれ、精神科医の明橋大二さんが「パパ、ママ、
おじいちゃん、おばあちゃん、みんなで子育て！�子育て
ハッピーアドバイス in 滑川」と題して講演しました。
　明橋さんは、子育てのキーワードとして「自己肯定感」
を紹介。「自己肯定感は生きるための心の土台」としたう
えで、スキンシップや傾聴、ねぎらいなど、子どもの自
己肯定感を高める具体的な対応方法や心掛けを解説しま
した。約 150 人が聴き入り、会場には市民から募った「イ
クメン・カジダン」の写真作品も展示されました。

滑川で産み、　　　　  育てる
科学的な学び方に理解

脳科学者・茂木健一郎さん講演

自己肯定感の大切さ知ろう
精神科医・明橋大ニさん講演

もぎ・けんいちろう氏
東京大学理学部、法学部
卒業。東京大学大学院理
学系研究科物理学専攻課
程修了。理学博士。平成
17 年に「脳と仮想」で
第４回小林秀雄賞、21
年に「今、ここからすべ
ての場所へ」で第 12 回
桑原武夫学芸賞を受賞。

あけはし・だいじ氏
京都大学医学部卒業。専
門は精神病理学、児童思
春期精神医療。真生会富
山病院心療内科部長（精
神科医）、富山県虐待防
止アドバイザー、富山県
いじめ問題対策連絡会議
委員、富山県ひきこもり
対策支援協議会委員。

講演要旨

講演要旨

　昨年 12 月に大規模火災が発生した新潟県糸魚川市への義援
金募金箱に、４万 7,297 円の寄附が寄せられました。
　松田消防署長らが２月 23 日、糸魚川市役所に、義援金を届
けました。

　ご協力をいただいた皆さん、ありがとうございました。

広告

糸魚川市へ義援金を届けました

　人工知能（AI）など、現代の科学技術の進歩が著しい。
高校・大学受験の対策が主眼にある従来の学校の授業内
容を学ぶだけでは、もう現代社会についていけない。こ
うした中、滑川市内の小・中学校で４月に始まる「科学
の時間」に大いに期待したい。過去の出来事の記憶・学
習に優れた AIが人間の脳を凌

り ょ う が

駕する時代。ものごとの
暗記よりも、新しいことを生み出すことが人間の役割と
してますます重要になる。「科学の時間」が子どもたちに
とって、従来の授業がカバーしていなかった科学の分野
を学ぶと同時に、探求心や科学的な思考方法を育む時間
になれば最高だ。そうすることで地

じ あ た ま

頭が良くなり、従来
のいわゆる「５教科」の学習もうまくいくはずだ。また、
手本を真

ま ね

似る AIのように、勉強のできる子の「正しい」
勉強方法を学んだうえで学習を進めてみるのも効果的だ。

　現代の子どもを巡る様々な問題の根本には、子どもた
ちの自己肯定感の低さがある。自己肯定感は「自分には
存在価値がある」「大切な人間だ」と思える自尊感情。子
ども時代にしっかり築くことで、他者への思いやりや配
慮、色んな物事に対する関心が生まれ、勉強や社会的ル
ールの学びも促される。虐待やいじめ、親との関わり合
いの希薄さなど様々な原因から、自己肯定感がうまく築
けなかったり、築けていても崩れたりする。スキンシッ
プやよく話を聞くことで、子どもの自己肯定感は育つ。
また、できないことではなく、できていることをに注目
し、ほめることが大切。子どもを変えようとするのでは
なく、子どもが今すでに持っている良い点に注目してほ
しい。また、子どもの問題を巡っては、周囲は母親を責
めず、まずは育ててきた苦労をねぎらってあげてほしい。会場に展示された「イクメン・カジダン」

の写真作品（右下は講演会の様子）



21 20広報 なめりかわ　平成29年３月１日 広報 なめりかわ　平成29年３月１日

　市はこのほど、東京・江東区の東京ビッグサイトで開
催された「移住・交流＆地域おこしフェア」に出展し、
地方への移住を検討している首都圏在住者に、滑川市の
住み良さをＰＲしました。
　市の担当者がブースを訪れた来場者に対し、滑川市の
充実した子育て環境や働きやすさ、豊かな自然などの住
み良さを説明したほか、パンフレットやチラシなどの啓
発物、ホタルイカの塩干しなどを配布。大勢の来場者が、
耳を傾けていました。
　会場は来場者約 8,600 人でにぎわいました。

まちのうごき

　滑川市書初大会は１月 22 日、総合体育センターで開
かれ、小・中学生約 270 人が練習の成果を発揮しました。
　大会は滑川ライオンズクラブが毎年開いており、今年
で 27 回目です。
　各学年の金賞受賞者は次の皆さん。（敬称略）
小学１年…大上侑子（田中小）　　小学２年…柳川紗来（南部小）
小学３年…佐々木結彩（寺家小）　小学４年…石田小遥（東部小）
小学５年…岩崎紗也（東部小）　小学６年…斎木未都来（田中小）
中学１年…中山貴文（早月中）　　中学２年…新鞍哲也（滑川中）
中学３年…篠田朋花（滑川中）

まちのうごき

　市内の全小・中学校の給食で２月１日、受験生にエー
ルを送る「合格応援メニュー」が提供されました。
　出世魚のブリのカツを食べて「受験に勝つ」との意味
合いを込めた大豆粉パンのブリカツサンドや、ガルバン
ゾー（ひよこ豆）を使った「がんばって受かっちゃウダー」
など、縁起が良く、脳の活性化や疲労回復に役立つ栄養
を豊富に含んだメニューが登場。
　滑川中学校の３年２組では、上田市長が、受験勉強の
追い込み時期に入った生徒一人ひとりの大豆粉パンにブ
リカツを入れて激励しました。

　県東部消防組合は文化財防火デーの１月 26 日、木造
の旧本館が国登録有形文化財となっている田中小学校で
火災防御訓練を行い、滑川消防署員や市内の消防団員、
近隣の消防署員が万一に備えました。
　田中小学校での火災防御訓練は、旧本館が昨年８月に
文化財登録されてから初めて。新校舎の１階から出火し、
旧本館に延焼する恐れがあるとの想定で実施され、消防
車両７台が出動して、現場における指揮系統の確認や放
水などが行われました。このほか全校児童が、教員の誘
導で避難訓練をしました。

文化財の旧本館を守れ！

　滑川高校商業科３年生が２月７日、市役所を訪れ、ふ
るさと滑川の地域活性化などに役立ててほしいと、販売
実習の収益金の一部を市に寄付しました。
　訪れたのは、ビジネスを学ぶために生徒たちが運営し
ている模擬株式会社「滑

か っ し ょ う

商」の＂社長＂吉﨑航介さんと、
桑原雅美さんと花岡咲良さんの＂取締役＂お２人。昨年
10 月に公園通り商店街の空き店舗で実施した、姉妹都市
の特産品を販売する実習で得られた収益のうち、５万円
を上田市長に手渡しました。生徒たちはこのほか、公園
通り商店街も訪れ、１万円を寄付しました。

　下小泉町の堅岡ヨシヱさんが 100 歳の誕生日を迎え、
関係者が節目を祝い、ますますの長寿を願いました。
　堅岡さんは大正６年２月 13 日生まれ。若い頃は、医
薬品や繊維製品のメーカーで勤務されていました。
　堅岡さんは、入所先の特別養護老人ホーム清寿荘に駆
け付けた石川副市長から、祝い状と記念品を受け取り、
甥の辻堂健一さん、親類の笹倉章子さん、笹倉史嗣さん
や施設関係者とともに喜びを分かち合っていました。
　堅岡さん、これからもお元気で！

　キラリンなどをデザインした滑川市オリジナルデザイ
ンの婚姻届は「かわいい」と、カップルからの評判が上々
となっています。
　オリジナルデザインは市の若手職員でつくる「まちの
魅力ＵＰプロジェクトチーム」の発案で１月 10 日に登
場したもの。２月２日に提出
に訪れたカップルは「デザイ
ンがかわいくて堅苦しくなく、
とても和みました」と話して
いました。

　東福寺の坂本セツイさんが 100 歳の誕生日を迎え、関
係者が節目を祝い、ますますの長寿を願いました。
　坂本さんは大正６年２月２日生まれ。家族で専業農家
を営み、５人の子どもを育て上げられました。
　坂本さんは、入院先のかみいち総合病院に駆け付けた
上田市長から、祝い状と記念品を受け取り、息子の坂本
隆雄さんと娘の西川ヒサ子さん、妹の森川キヨヰさん、
孫の志村美千代さんや病院関係者とともに喜びを分かち
合っていました。
　坂本さん、これからもお元気で！

田中小で火災防御訓練
受験生に市長から「カツ！」

合格応援メニュー給食

販売実習の収益金を市に寄附
滑川高校商業科の生徒

市オリジナル版、評判上々
若手職員発案の婚姻届

小・中学生が練習の成果発揮
　第27回書初大会

首都圏で滑川の住み良さＰＲ
移住・交流フェアに出展

満百歳 ますますの長寿願う
下小泉町の堅岡ヨシヱさん東福寺の坂本セツイさん
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編集後記
へんしゅうこうき

　　　　　　　市の子育て支援事業の内容と意義をご紹介する
シリーズ「滑川で産み、育てる」をお読みいただき、ありがと
うございました。昨年 12 月号からの連載を通じてご紹介してき
たとおり、本市では、妊娠・出産、育児、教育、スポーツ、食
育など、子育ての様々なステップと分野で、子育て世帯に対す
る支援を充実させています。この分野に関連する本市の事業は
数多くあり、分野も幅広いため、編集のうえでは、一つの切り
口でまとめることに苦労しました。連載を読んでいただいたこ
とで、本市の子育て支援事業に対する理解が深まり、「滑川で産
み、育てる」輪が広がっていけば嬉しいです。（Ｎ）

A
オ ー ラ ズ マ

urasmaを使って
　　　　　ＡＲ動画を楽しもう♪

広報なめりかわではスマートフォン向けアプリ
「Aurasma」を用いたＡＲ動画を配信しています。
詳しくは下のＱＲコードからご確認ください。

キラリン
ＡＲマーク▶

あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。

  ick upP NEWS

ぴっくあっぷ  
にゅ～す

　総務省が１月 31 日に発表した 2016 年の住民基本台帳に基づ
く人口移動報告によると、滑川市への転入者から転出者を差し引
いた社会増減はプラス 79 人で、４年ぶりに社会増となりました。
　富山県内全体では、1,004 人の社会減となっており、社会増と
なったのは、滑川市のほかは、富山市（プラス 162 人）、高岡市（プ
ラス 76 人）、黒部市（プラス 38 人）で、いずれも市内に北陸新
幹線の駅がある自治体だけでした。

滑川市の平成 28 年１月１日～ 12 月 31 日の人口移動状況

※総務省のデータを基に 10 歳刻みに編集してあります。

子ども第一主義が寄与

滑川市、社会増に！
総務省の2016年人口移動報告

　滑川市が社会増となった理由について、２月１
日付の日本経済新聞は「第２子以降の保育料を完
全無料化するなど、子育て支援の充実も寄与した
とみられる」と報道しました。
　市では、今後も、子ども第一主義の施策を推進
し、住み良いまちづくりに努めます。

年齢 ０〜９ 10 〜 19 20 〜 29 30 〜 39 40 〜 49
社会増減 36 ▲ 34 43 10 11

年齢 50 〜 59 60 〜 69 70 〜 79 80 〜 89 90 〜
社会増減 ▲ 2 9 2 1 3

☝
０〜９歳の子どもや
20 代の社会増が多
いことから、第２子
以降の保育料等無料
を含む、子育て支援
の充実が、社会増の
追い風となっている
と考えられます。

児童館で休日を過ごす親子たち

市内企業の説明会
就職控えた学生ら参加

　「見よう！聞こう！話そう！市内企業説明会」は２月 11 日、
市民交流プラザで開かれ、本市出身の学生や保護者ら約 50 人
が、市内に本社や事業所を置く企業 13 社の事業内容などに理
解を深めました。各社がブースで事業内容などに関する質問に
応じたほか、ステージでは、各社の若手職員らが、自社のＰＲ
のほか、市内で働く魅力や仕事のやりがいなどについて発表。
学生は熱心に耳を傾け、質問していました。

[ 問題 ]　�介護予防サービスにおける選択肢の拡充のほか、高齢
の方が介護予防への取り組みを継続的に実践できるよ
う、４月から新たに始まる事業の名前は？

▶�正解者の中から抽選で、３人の方に次の中から希望の商品
をプレゼント。下記の様式で申し込んでください。

　締め切りは３月 15 日㈬ 必着です。
❶キラリン革製キーホルダー
❷図書カード 500 円分
❸あいらぶ湯入浴券
２月号の答え
　全国植樹祭
２月号の当選者（敬称略）
　大懸知寿子（高　柳）
　川崎　令子（堀　江）
　村上ともみ（道　寺）
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52 9 3 6 8 6 0 1 郵便番号
住　所
氏　名
クイズの答え
希望のプレゼント

（ご意見・ご感想）

Question広報クイズ

新幹線駅のない県内市町村で唯一


